
殿村美紀子さん
（チーム名 ： 麺好’s）石川 年美さん

大きめの鍋に湯を沸かす。
材料を切る
・白菜の芯と白ねぎ（深ねぎ）→せん切り
・万能ねぎ
・鶏もも肉 → 食べやすい大きさに切る
豆乳を温める。沸騰したら、鶏もも肉を入れる。肉に
火が通ったら、白菜の芯を入れ、少し柔らかくなったら、
白だしを入れて味をつける。
①でそうめんを茹でる。（40秒）その後、水洗いする。
③に④を入れ、再び沸騰したら火を止め、器に入れる。
白ねぎ、万能ねぎ、黒ごまを振りかけたら出来上がり。
お好みでみそ納豆やゆずこしょうを入れて召し上がっ
てください。（調理時間15分程度）

①
②

③

④
⑤
⑥
※

豆乳（無調整） 1.6ℓ
鶏 も も 肉 200ｇ
白 菜 の 芯 ４枚分
白ねぎ（深ねぎ） 1/2本

万 能 ね ぎ 少々
黒 ご ま 少々
み そ 納 豆 少々
ゆずこしょう 少々

白 だ し 28㏄
そ う め ん ８束

●材 料（4人前）
人 参 60ｇ
コ ー ン 60ｇ
ベ ー コ ン 50ｇ
鶏 肉 60ｇ

ブロッコリー 60ｇ
玉 ね ぎ 100ｇ
パ セ リ 20ｇ
ホワイトルー 40ｇ

牛 乳 500ｇ
そ う め ん 2.5束
　 水 　 120ｇ

●材 料（4人前）

それぞれの材料の下ごしらえをする。
人参・ベーコン・玉ねぎ→千切り
鶏肉 → 細切り
ブロッコリー → 小房（こぶさ）にして塩を少々入れ
た鍋で下茹で。

鍋に油をひき、鶏肉を炒め、人参、玉ねぎ、ベーコン
を炒める。その中に水と鶏がらスープを加え煮込む。
さらに、牛乳を加えブロッコリー・コーン・ホワイトルー
を入れる。そして、最後に塩、こしょうで味を調える。

別鍋でそうめんを茹で、流水でしっかり洗う。

器にそうめんをほぐし入れ、②のスープをかけ、最後に
パセリを散らして出来上がり。（調理時間15分程度）

①

②

③

④

「新酒の香りに誘われて 百年蔵のひな飾り」

本市有家町は古くから庄屋の町として栄え、酒蔵所や味噌醤油をはじめとした
醸造蔵、手延素麺製造施設や史跡など歴史的資産が多く存在します。

まち歩きを通して、長い歴史で培われた「蔵の文化と生活」に触れてみませんか？

お問い合わせ　ありえ蔵のまち保存会　南島原市有家町山川785番地　☎0957（82）2032（吉田屋）

開催日／２月21日土  22日日
     午前10時～午後５時
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美白でぐぅーレシピ スープ仕立て素麺もお洒落 

先月号に引き続き「島原手延べそうめん料理コンテスト～冬仕立て～」入賞作品レシピを紹介します。先月号に引き続き「島原手延べそうめん料理コンテスト～冬仕立て～」入賞作品レシピを紹介します。
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構成資産シリーズ⑥

頭ヶ島天主堂
新上五島町

かしら が てんしま しゅ どう
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市内の中学２年生を対象にした
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南島原市人権啓発標語入賞作品   【中学生の部 優秀賞：山田　美樹さん（布津中学校３年）】

『思いやり　身近なことから　はじめよう』
南島原市人権啓発標語入賞作品   【中学生の部 努力賞：深松　綾花さん（有家中学校２年）】

『見ないふり　してるあなたも　共犯者』


